
 

 

 
 

Info&Report 編  副読本改訂委員会 
１０月２４日(火)に今年度最後となる「第４回 副

読本改訂委員会」を行いました。１回目 ６月２０日

(火) 2 回目、3 回目は 8 月に、そして今回です。(写

真は６月２０日(火)の第１回のもの) 

社会科の学習に用いる副読本を、滑川市はこれま

でも数多く作成しています。現在使われているのは

次の 5冊です。 

①のびゆくきょうど滑川 (小３対象) 

②郷土滑川のあゆみ (中１対象) 

③なめりかわのジオパーク (小４対象) 

④室山野・東福寺野の台地をひらく (小４対象) 

⑤滑川市の姿 (中１対象) 

 

副読本は概ね５年ごとに改訂をし、印刷製本して

配布してきました。ですが、一人一台端末を持つこと

から、紙ではなく電子書籍で配布してはどうかと考え、

昨年度より改訂の折にＰＤＦ文書に作り直しています。

これにより「資料をカラーで大きくしてみることができ

る」「読み上げ機能が使える」「本を持ち歩かなくて

済む」、「無くさなくて済む」「印刷製本費用がかから

ない」などの利点があります。 

今年度は上記の①②③の改訂を行いました。(昨年度は⑤を改訂しました) 

改訂作業として行うのは、資料やデータを最新のものに差し替えたり、子どもたちの実態に合わせてル

ビを振り直したり、また文章に新たな項目を加えたり、古くなった写真などを改めて撮り直したりしました。

今回ＰＤＦ化に合わせて、Ａ５サイズやホームページ形式であったものをすべてＡ４サイズに揃え、閲覧・印

刷しやすくました。 

また、写真や資料の持ち主に今一度問合せ、紙媒体ではなく電子媒体でも掲載して良いかを委員の

先生方に確認していただきました。もし許可が下りなかった場合は、掲載しないか、画質を落として複製

しづらくして掲載することにしています。 

 

第４回の今回で、おおよその作業は終了しまし

た。このあとは、教育長の挨拶文を掲載し、センタ

ーと教育委員会で内容の最終確認をしてＰＤＦ

化、目次と本文にリンクを付け、全文検索ができる

ように体裁を整えます。年度末に電子書籍となった

3冊の副読本を子どもたちに届ける予定です。 
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今年度改訂中(ＰＤＦ化)の副読本の一部 


